
学校教育自己診断【小学部教員】 教員数 26 回答者数 26 回答率 100.0%

質　問　項　目
Ａ
よく

あてはまる

Ｂ
まあまあ
あてはまる

Ｃ
あまり

あてはまらない

Ｄ
まったく

あてはまらない

Ｅ
わからない

肯定的
返答

否定的
返答

問１
教員間で常にコミュニケーションを図り、様々な情報を共有している。

53.8% 42.3% 3.8% 0.0% 0.0% 96.2% 3.8%

問２
児童生徒の人権を十分に尊重して家庭と連携を図り、日常の生活指導を含む教育活動全般に活かしている。

61.5% 38.5% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

問３
年間の学習指導計画や、指導内容について、日常的に各部、学年、教科、グループ等で話し合い、児童生徒の実態に合わせて、適宜指導内容や指導
方法の工夫・改善を行っている。

57.7% 30.8% 11.5% 0.0% 0.0% 88.5% 11.5%

問４
学習評価では３観点を意識し、バランスよく評価している。

61.5% 30.8% 0.0% 0.0% 7.7% 92.3% 0.0%

問５
児童生徒が日常生活に必要な知識と技能を身に付けられるよう、カウンセリングマインドを取り入れた生活指導を行って
いる。

30.8% 50.0% 15.4% 0.0% 3.8% 80.8% 15.4%

問６
家庭訪問、懇談会、日々の連絡帳等を通じて保護者と連携するとともに、個人情報の管理・活用をしている。

73.1% 26.9% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

問７
児童生徒が集団生活に参加し、自分の役割を果たすことができるような指導・支援を行っている。

61.5% 34.6% 3.8% 3.8% 0.0% 96.2% 3.8%

問８
学校の教育活動全般において、避難訓練、防犯訓練などの防災教育、交通安全教室などの安全教育に取り組んでいる。

69.2% 30.8% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

問９
児童生徒の発達段階や実態に応じて、生命の大切さや社会のルールについて、学ぶ機会をつくっている。 42.3% 57.7% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

問１０
児童生徒の健康や障がいの状況について保護者と連携するとともに、医療機関との連携に取り組んでいる。

38.5% 50.0% 11.5% 11.5% 0.0% 88.5% 11.5%

問１１
児童生徒が将来の進路や生き方について考える機会を設けたり、一人ひとりが興味・関心・適性に応じた進路選択ができるように丁寧
な指導を行っている。

26.9% 42.3% 11.5% 11.5% 19.2% 69.2% 11.5%

問１２
一人一台端末を、授業など児童生徒の学習活動に活用している。

26.9% 23.1% 30.8% 30.8% 3.8% 50.0% 46.2%

問１３
運動会、校外学習、修学旅行などの学校行事が児童生徒にとって魅力あるものとなるよう、工夫・改善を行っている。

53.8% 42.3% 3.8% 3.8% 0.0% 96.2% 3.8%

問１４
食に関する指導を、年間計画に基づいて実施している。

34.6% 61.5% 3.8% 3.8% 0.0% 96.2% 3.8%

問１５
児童生徒の健康や障がいの状況について保護者と連携するとともに、医療機関等との連携にも取り組んでいる。

38.5% 38.5% 23.1% 23.1% 0.0% 76.9% 23.1%

問１６
ティームティーチングにおいて、サブの教員から主担教員へフィードバックされている。

26.9% 57.7% 15.4% 15.4% 0.0% 84.6% 15.4%

問１７
虐待の未然防止のために、日頃より児童生徒の変化に気づくよう努めている。

65.4% 34.6% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

問１８
教室や特別教室（掲示・作品展示を含む）は清掃、整理整頓され、知的障がい支援学校の児童生徒の生活の場に適した教
育環境が整っている。

15.4% 61.5% 19.2% 19.2% 3.8% 76.9% 19.2%



質　問　項　目
Ａ
よく

あてはまる

Ｂ
まあまあ
あてはまる

Ｃ
あまり

あてはまらない

0.0% Ｅ
わからない

肯定的
返答

否定的
返答

問１９
各教科の備品や教材教具は計画的に購入され、適切に活用されている。

26.9% 65.4% 3.8% 0.0% 3.8% 92.3% 3.8%

問２０
教育活動に必要な情報について、児童生徒、保護者や地域への情報提供に努めている。

34.6% 53.8% 11.5% 0.0% 0.0% 88.5% 11.5%

問２２
教職員はPTA活動に協力している。

57.7% 38.5% 3.8% 0.0% 0.0% 96.2% 3.8%

問２２
教職員はPTA活動に協力している。

23.1% 42.3% 19.2% 0.0% 15.4% 65.4% 19.2%

問２３
情報提供の手段として、学校のホームページやメール配信サービスが活用されている。

53.8% 26.9% 7.7% 0.0% 11.5% 80.8% 7.7%

問２４
個別の教育支援計画や個別の指導計画（自立活動・各教科等）について、本人・保護者のニーズを踏まえて作成し、保護
者に開示・説明している。

84.6% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

問２５
部会や学年会などで教職員が意見を出し合って意思決定する場として有効に機能している。

38.5% 46.2% 11.5% 3.8% 0.0% 84.6% 15.4%

問２６
事故・事件・災害等の際、マニュアルに沿って適切に対応ができるよう役割分担が明確されている。

50.0% 42.3% 3.8% 0.0% 3.8% 92.3% 3.8%

問２７
校内研修が計画的に実施され、教育実践に役立っている。

34.6% 61.5% 3.8% 0.0% 0.0% 96.2% 3.8%

問２８
初任者を含む経験の少ない教職員を育成するために学校全体で育成する体制がとれている。

15.4% 61.5% 19.2% 3.8% 0.0% 76.9% 23.1%

問２９
研究授業・授業研究を通して、授業方法等について意見を交換したりしている。

46.2% 38.5% 15.4% 0.0% 0.0% 84.6% 15.4%

問３０
研修・研究に参加した成果を、学年、教科、分掌等、必要な教職員間で共有している。

30.8% 50.0% 15.4% 0.0% 3.8% 80.8% 15.4%

問３１
支援教育の専門性を高めるために研修会等に参加して知識・技能・教養を向上させる努力をしている。

15.4% 73.1% 7.7% 0.0% 3.8% 88.5% 7.7%

問３２
必要な場面でヒヤリハットを迅速に報告するように心がけ、また、ヒヤリハットの報告をもとに、指導体制・方法等を振
り返り、安全・安心な教育活動に役立てている。

53.8% 42.3% 3.8% 0.0% 0.0% 96.2% 3.8%

問３３ 学校運営に、分掌部会や学部会、学年会などの会議の内容や教職員の意見が反映されている。 26.9% 50.0% 15.4% 3.8% 3.8% 76.9% 19.2%

問３４
各分掌や各部・学年間の連携が円滑に行われ、うまく機能している。

19.2% 69.2% 3.8% 0.0% 7.7% 88.5% 3.8%

問３５
教職員の適性・能力に応じた校内人事や校務分掌の分担がなされ、教職員は意欲的に取り組んでいる。

15.4% 50.0% 26.9% 0.0% 7.7% 65.4% 26.9%

問３6（最後の質問です）
校長は、自らの教育理念や学校運営についての考え方を明らかにし、職朝や職員連絡会等で教職員に伝えている。

69.2% 30.8% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%



学校教育自己診断【中学部教員】 教員数 28 回答者数 28 回答率 100.0%

質　問　項　目
Ａ
よく

あてはまる

Ｂ
まあまあ
あてはまる

Ｃ
あまり

あてはまらない

Ｄ
まったく

あてはまらない

Ｅ
わからない

肯定的
返答

否定的
返答

問１
教員間で常にコミュニケーションを図り、様々な情報を共有している。

57.1% 32.1% 10.7% 0.0% 0.0% 89.3% 10.7%

問２
児童生徒の人権を十分に尊重して家庭と連携を図り、日常の生活指導を含む教育活動全般に活かしている。

64.3% 35.7% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

問３
年間の学習指導計画や、指導内容について、日常的に各部、学年、教科、グループ等で話し合い、児童生徒の実態に合わせて、適宜指導内容や指導
方法の工夫・改善を行っている。

28.6% 60.7% 10.7% 0.0% 0.0% 89.3% 10.7%

問４
学習評価では３観点を意識し、バランスよく評価している。

28.6% 60.7% 10.7% 0.0% 0.0% 89.3% 10.7%

問５
児童生徒が日常生活に必要な知識と技能を身に付けられるよう、カウンセリングマインドを取り入れた生活指導を行っている。

35.7% 57.1% 7.1% 0.0% 0.0% 92.9% 7.1%

問６
家庭訪問、懇談会、日々の連絡帳等を通じて保護者と連携するとともに、個人情報の管理・活用をしている。

64.3% 35.7% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

問７
児童生徒が集団生活に参加し、自分の役割を果たすことができるような指導・支援を行っている。 53.6% 39.3% 7.1% 0.0% 0.0% 92.9% 7.1%

問８
学校の教育活動全般において、避難訓練、防犯訓練などの防災教育、交通安全教室などの安全教育に取り組んでいる。

42.9% 57.1% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

問９
児童生徒の発達段階や実態に応じて、生命の大切さや社会のルールについて、学ぶ機会をつくっている。

46.4% 53.6% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

問１０
児童生徒の健康や障がいの状況について保護者と連携するとともに、医療機関との連携に取り組んでいる。

32.1% 46.4% 21.4% 0.0% 0.0% 78.6% 21.4%

問１１
児童生徒が将来の進路や生き方について考える機会を設けたり、一人ひとりが興味・関心・適性に応じた進路選択ができるように丁寧な指導を行っ
ている。

35.7% 57.1% 7.1% 0.0% 0.0% 92.9% 7.1%

問１２
一人一台端末を、授業など児童生徒の学習活動に活用している。

25.0% 32.1% 39.3% 0.0% 3.6% 57.1% 39.3%

問１３
運動会、校外学習、修学旅行などの学校行事が児童生徒にとって魅力あるものとなるよう、工夫・改善を行っている。

39.3% 60.7% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

問１４
食に関する指導を、年間計画に基づいて実施している。

28.6% 39.3% 32.1% 0.0% 0.0% 67.9% 32.1%

問１５
児童生徒の健康や障がいの状況について保護者と連携するとともに、医療機関等との連携にも取り組んでいる。 25.0% 60.7% 10.7% 0.0% 3.6% 85.7% 10.7%

問１６
ティームティーチングにおいて、サブの教員から主担教員へフィードバックされている。

25.0% 57.1% 17.9% 0.0% 0.0% 82.1% 17.9%

問１７
虐待の未然防止のために、日頃より児童生徒の変化に気づくよう努めている。

50.0% 46.4% 3.6% 0.0% 0.0% 96.4% 3.6%



質　問　項　目
Ａ
よく

あてはまる

Ｂ
まあまあ
あてはまる

Ｃ
あまり

あてはまらない

Ｄ
まったく

あてはまらない

Ｅ
わからない

肯定的
返答

否定的
返答

問１８
教室や特別教室（掲示・作品展示を含む）は清掃、整理整頓され、知的障がい支援学校の児童生徒の生活の場に適した教
育環境が整っている。

25.0% 32.1% 39.3% 3.6% 0.0% 57.1% 42.9%

問１９
各教科の備品や教材教具は計画的に購入され、適切に活用されている。 32.1% 42.9% 25.0% 0.0% 0.0% 75.0% 25.0%

問２０
教育活動に必要な情報について、児童生徒、保護者や地域への情報提供に努めている。

28.6% 57.1% 14.3% 0.0% 0.0% 85.7% 14.3%

問２１
児童生徒の個人情報に関する管理システムが確立され、適切に取り扱われている。

35.7% 53.6% 10.7% 0.0% 0.0% 89.3% 10.7%

問２２
教職員はPTA活動に協力している。

7.1% 46.4% 32.1% 0.0% 14.3% 53.6% 32.1%

問２３
情報提供の手段として、学校のホームページやメール配信サービスが活用されている。 32.1% 57.1% 10.7% 0.0% 0.0% 89.3% 10.7%

問２４
個別の教育支援計画や個別の指導計画（自立活動・各教科等）について、本人・保護者のニーズを踏まえて作成し、保護
者に開示・説明している。

53.6% 46.4% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

問２５
部会や学年会などで教職員が意見を出し合って意思決定する場として有効に機能している。

35.7% 46.4% 17.9% 0.0% 0.0% 82.1% 17.9%

問２６
事故・事件・災害等の際、マニュアルに沿って適切に対応ができるよう役割分担が明確されている。

17.9% 60.7% 17.9% 0.0% 3.6% 78.6% 17.9%

問２７
校内研修が計画的に実施され、教育実践に役立っている。 21.4% 53.6% 17.9% 0.0% 7.1% 75.0% 17.9%

問２８
初任者を含む経験の少ない教職員を育成するために学校全体で育成する体制がとれている。

10.7% 21.4% 53.6% 3.6% 10.7% 32.1% 57.1%

問２９
研究授業・授業研究を通して、授業方法等について意見を交換したりしている。

21.4% 39.3% 35.7% 0.0% 3.6% 60.7% 35.7%

問３０
研修・研究に参加した成果を、学年、教科、分掌等、必要な教職員間で共有している。

14.3% 50.0% 25.0% 3.6% 7.1% 64.3% 28.6%

問３１
支援教育の専門性を高めるために研修会等に参加して知識・技能・教養を向上させる努力をしている。 28.6% 50.0% 17.9% 3.6% 0.0% 78.6% 21.4%

問３２
必要な場面でヒヤリハットを迅速に報告するように心がけ、また、ヒヤリハットの報告をもとに、指導体制・方法等を振
り返り、安全・安心な教育活動に役立てている。

35.7% 50.0% 14.3% 0.0% 0.0% 85.7% 14.3%

問３３
学校運営に、分掌部会や学部会、学年会などの会議の内容や教職員の意見が反映されている。

7.1% 50.0% 32.1% 3.6% 7.1% 57.1% 35.7%

問３４
各分掌や各部・学年間の連携が円滑に行われ、うまく機能している。

7.1% 50.0% 35.7% 3.6% 3.6% 57.1% 39.3%

問３５
教職員の適性・能力に応じた校内人事や校務分掌の分担がなされ、教職員は意欲的に取り組んでいる。

7.1% 46.4% 25.0% 10.7% 10.7% 53.6% 35.7%

問３6（最後の質問です）
校長は、自らの教育理念や学校運営についての考え方を明らかにし、職朝や職員連絡会等で教職員に伝えている。

53.6% 39.3% 7.1% 0.0% 0.0% 92.9% 7.1%



学校教育自己診断【高等部教員】 教員数 36 回答者数 36 回答率 100.0%

質　問　項　目
Ａ
よく

あてはまる

Ｂ
まあまあ
あてはまる

Ｃ
あまり

あてはまらない

Ｄ
まったく

あてはまらない

Ｅ
わからない

肯定的
返答

否定的
返答

問１
教員間で常にコミュニケーションを図り、様々な情報を共有している。

30.6% 58.3% 5.6% 2.8% 2.8% 88.9% 8.3%

問２
児童生徒の人権を十分に尊重して家庭と連携を図り、日常の生活指導を含む教育活動全般に活かしている。

44.4% 44.4% 11.1% 0.0% 0.0% 88.9% 11.1%

問３
年間の学習指導計画や、指導内容について、日常的に各部、学年、教科、グループ等で話し合い、児童生徒の実態に合わせて、適宜指導内容や指導
方法の工夫・改善を行っている。

22.2% 61.1% 13.9% 2.8% 0.0% 83.3% 16.7%

問４
学習評価では３観点を意識し、バランスよく評価している。

22.2% 63.9% 8.3% 0.0% 5.6% 86.1% 8.3%

問５
児童生徒が日常生活に必要な知識と技能を身に付けられるよう、カウンセリングマインドを取り入れた生活指導を行って
いる。

27.8% 55.6% 11.1% 0.0% 5.6% 83.3% 11.1%

問６
家庭訪問、懇談会、日々の連絡帳等を通じて保護者と連携するとともに、個人情報の管理・活用をしている。

58.3% 30.6% 8.3% 0.0% 2.8% 88.9% 8.3%

問７
児童生徒が集団生活に参加し、自分の役割を果たすことができるような指導・支援を行っている。

36.1% 58.3% 5.6% 0.0% 0.0% 94.4% 5.6%

問８
学校の教育活動全般において、避難訓練、防犯訓練などの防災教育、交通安全教室などの安全教育に取り組んでいる。 47.2% 44.4% 5.6% 2.8% 0.0% 91.7% 8.3%

問９
児童生徒の発達段階や実態に応じて、生命の大切さや社会のルールについて、学ぶ機会をつくっている。

27.8% 63.9% 5.6% 2.8% 0.0% 91.7% 8.3%

問１０
児童生徒の健康や障がいの状況について保護者と連携するとともに、医療機関との連携に取り組んでいる。

16.7% 63.9% 8.3% 2.8% 8.3% 80.6% 11.1%

問１１
児童生徒が将来の進路や生き方について考える機会を設けたり、一人ひとりが興味・関心・適性に応じた進路選択ができ
るように丁寧な指導を行っている。

25.0% 16.7% 8.3% 8.3% 5.6% 77.8% 16.7%

問１２
一人一台端末を、授業など児童生徒の学習活動に活用している。

33.3% 41.7% 52.8% 0.0% 0.0% 75.0% 25.0%

問１３
運動会、校外学習、修学旅行などの学校行事が児童生徒にとって魅力あるものとなるよう、工夫・改善を行っている。 36.1% 44.4% 8.3% 25.0% 5.6% 80.6% 13.9%

問１４
食に関する指導を、年間計画に基づいて実施している。

30.6% 27.8% 25.0% 0.0% 5.6% 58.3% 25.0%

問１５
児童生徒の健康や障がいの状況について保護者と連携するとともに、医療機関等との連携にも取り組んでいる。

11.1% 66.7% 11.1% 2.8% 8.3% 16.7% 13.9%

問１６
ティームティーチングにおいて、サブの教員から主担教員へフィードバックされている。

16.7% 36.1% 36.1% 5.6% 5.6% 52.8% 77.8%

問１７
虐待の未然防止のために、日頃より児童生徒の変化に気づくよう努めている。

38.9% 50.0% 5.6% 0.0% 5.6% 88.9% 5.6%

問１８
教室や特別教室（掲示・作品展示を含む）は清掃、整理整頓され、知的障がい支援学校の児童生徒の生活の場に適した教
育環境が整っている。

19.4% 47.2% 19.4% 11.1% 2.8% 66.7% 30.6%
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Ａ
よく

あてはまる

Ｂ
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Ｄ
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Ｅ
わからない

肯定的
返答

否定的
返答

問１９
各教科の備品や教材教具は計画的に購入され、適切に活用されている。 19.4% 36.1% 30.6% 5.6% 8.3% 55.6% 36.1%

問２０
教育活動に必要な情報について、児童生徒、保護者や地域への情報提供に努めている。

16.7% 50.0% 19.4% 2.8% 11.1% 66.7% 22.2%

問２１
児童生徒の個人情報に関する管理システムが確立され、適切に取り扱われている。

22.2% 50.0% 16.7% 2.8% 8.3% 72.2% 19.4%

問２２
教職員はPTA活動に協力している。 13.9% 41.7% 27.8% 5.6% 11.1% 55.6% 33.3%

問２３
情報提供の手段として、学校のホームページやメール配信サービスが活用されている。

44.4% 30.6% 13.9% 0.0% 11.1% 75.0% 13.9%

問２４
個別の教育支援計画や個別の指導計画（自立活動・各教科等）について、本人・保護者のニーズを踏まえて作成し、保護
者に開示・説明している。

50.0% 36.1% 5.6% 2.8% 5.6% 86.1% 8.3%

問２５
部会や学年会などで教職員が意見を出し合って意思決定する場として有効に機能している。 13.9% 41.7% 30.6% 5.6% 8.3% 55.6% 36.1%

問２６
事故・事件・災害等の際、マニュアルに沿って適切に対応ができるよう役割分担が明確されている。

16.7% 52.8% 19.4% 5.6% 5.6% 69.4% 25.0%

問２７
校内研修が計画的に実施され、教育実践に役立っている。

22.2% 50.0% 19.4% 2.8% 5.6% 72.2% 22.2%

問２８
初任者を含む経験の少ない教職員を育成するために学校全体で育成する体制がとれている。 5.6% 47.2% 30.6% 8.3% 8.3% 52.8% 38.9%

問２９
研究授業・授業研究を通して、授業方法等について意見を交換したりしている。

16.7% 47.2% 22.2% 5.6% 8.3% 63.9% 27.8%

問３０
研修・研究に参加した成果を、学年、教科、分掌等、必要な教職員間で共有している。

13.9% 44.4% 25.0% 5.6% 11.1% 58.3% 30.6%

問３１
支援教育の専門性を高めるために研修会等に参加して知識・技能・教養を向上させる努力をしている。 25.0% 41.7% 27.8% 2.8% 2.8% 66.7% 30.6%

問３２
必要な場面でヒヤリハットを迅速に報告するように心がけ、また、ヒヤリハットの報告をもとに、指導体制・方法等を振
り返り、安全・安心な教育活動に役立てている。

33.3% 47.2% 16.7% 2.8% 0.0% 80.6% 19.4%

問３３
学校運営に、分掌部会や学部会、学年会などの会議の内容や教職員の意見が反映されている。

11.1% 38.9% 30.6% 11.1% 8.3% 50.0% 41.7%

問３４
各分掌や各部・学年間の連携が円滑に行われ、うまく機能している。 5.6% 55.6% 19.4% 8.3% 11.1% 61.1% 27.8%

問３５
教職員の適性・能力に応じた校内人事や校務分掌の分担がなされ、教職員は意欲的に取り組んでいる。

5.6% 41.7% 30.6% 11.1% 11.1% 47.2% 41.7%

問３6（最後の質問です）
校長は、自らの教育理念や学校運営についての考え方を明らかにし、職朝や職員連絡会等で教職員に伝えている。

38.9% 44.4% 5.6% 2.8% 8.3% 83.3% 8.3%



学校教育自己診断【全教員】 教員数 90 回答者数 90 回答率 100.0%
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肯定的
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否定的
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問１
教員間で常にコミュニケーションを図り、様々な情報を共有している。

45.6% 45.6% 6.7% 1.1% 1.1% 91.1% 7.8%

問２
児童生徒の人権を十分に尊重して家庭と連携を図り、日常の生活指導を含む教育活動全般に活かしている。

55.6% 40.0% 4.4% 0.0% 0.0% 95.6% 4.4%

問３
年間の学習指導計画や、指導内容について、日常的に各部、学年、教科、グループ等で話し合い、児童生徒の実態に合わせて、適宜指導内容や指導
方法の工夫・改善を行っている。

34.4% 52.2% 12.2% 1.1% 0.0% 86.7% 13.3%

問４
学習評価では３観点を意識し、バランスよく評価している。

35.6% 53.3% 6.7% 0.0% 4.4% 88.9% 6.7%

問５
児童生徒が日常生活に必要な知識と技能を身に付けられるよう、カウンセリングマインドを取り入れた生活指導を行って
いる。

31.1% 54.4% 11.1% 0.0% 3.3% 85.6% 11.1%

問６
家庭訪問、懇談会、日々の連絡帳等を通じて保護者と連携するとともに、個人情報の管理・活用をしている。

64.4% 31.1% 3.3% 0.0% 1.1% 95.6% 3.3%

問７
児童生徒が集団生活に参加し、自分の役割を果たすことができるような指導・支援を行っている。

48.9% 45.6% 5.6% 0.0% 0.0% 94.4% 5.6%

問８
学校の教育活動全般において、避難訓練、防犯訓練などの防災教育、交通安全教室などの安全教育に取り組んでいる。 52.2% 44.4% 2.2% 1.1% 0.0% 96.7% 3.3%

問９
児童生徒の発達段階や実態に応じて、生命の大切さや社会のルールについて、学ぶ機会をつくっている。

37.8% 58.9% 2.2% 1.1% 0.0% 96.7% 3.3%

問１０
児童生徒の健康や障がいの状況について保護者と連携するとともに、医療機関との連携に取り組んでいる。

27.8% 54.4% 13.3% 1.1% 3.3% 82.2% 14.4%

問１１
児童生徒が将来の進路や生き方について考える機会を設けたり、一人ひとりが興味・関心・適性に応じた進路選択ができ
るように丁寧な指導を行っている。

28.9% 51.1% 8.9% 3.3% 7.8% 80.0% 12.2%

問１２
一人一台端末を、授業など児童生徒の学習活動に活用している。

28.9% 33.3% 31.1% 4.4% 2.2% 62.2% 35.6%

問１３
運動会、校外学習、修学旅行などの学校行事が児童生徒にとって魅力あるものとなるよう、工夫・改善を行っている。 42.2% 48.9% 4.4% 2.2% 2.2% 91.1% 6.7%

問１４
食に関する指導を、年間計画に基づいて実施している。

31.1% 41.1% 21.1% 0.0% 6.7% 72.2% 21.1%

問１５
児童生徒の健康や障がいの状況について保護者と連携するとともに、医療機関等との連携にも取り組んでいる。

23.3% 56.7% 14.4% 1.1% 4.4% 80.0% 15.6%

問１６
ティームティーチングにおいて、サブの教員から主担教員へフィードバックされている。

22.2% 48.9% 24.4% 2.2% 2.2% 71.1% 26.7%

問１７
虐待の未然防止のために、日頃より児童生徒の変化に気づくよう努めている。

50.0% 44.4% 3.3% 0.0% 2.2% 94.4% 3.3%

問１８
教室や特別教室（掲示・作品展示を含む）は清掃、整理整頓され、知的障がい支援学校の児童生徒の生活の場に適した教育環境が整っている。 20.0% 46.7% 25.6% 5.6% 2.2% 66.7% 31.1%
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問１９
各教科の備品や教材教具は計画的に購入され、適切に活用されている。 25.6% 46.7% 21.1% 2.2% 4.4% 72.2% 23.3%

問２０
教育活動に必要な情報について、児童生徒、保護者や地域への情報提供に努めている。

25.6% 53.3% 15.6% 1.1% 4.4% 78.9% 16.7%

問２１
児童生徒の個人情報に関する管理システムが確立され、適切に取り扱われている。

36.7% 47.8% 11.1% 1.1% 3.3% 84.4% 12.2%

問２２
教職員はPTA活動に協力している。 14.4% 43.3% 26.7% 2.2% 13.3% 57.8% 28.9%

問２３
情報提供の手段として、学校のホームページやメール配信サービスが活用されている。

43.3% 37.8% 11.1% 0.0% 7.8% 81.1% 11.1%

問２４
個別の教育支援計画や個別の指導計画（自立活動・各教科等）について、本人・保護者のニーズを踏まえて作成し、保護
者に開示・説明している。

61.1% 33.3% 2.2% 1.1% 2.2% 94.4% 3.3%

問２５
部会や学年会などで教職員が意見を出し合って意思決定する場として有効に機能している。 0.0% 44.4% 21.1% 3.3% 3.3% 72.2% 24.4%

問２６
事故・事件・災害等の際、マニュアルに沿って適切に対応ができるよう役割分担が明確されている。

26.7% 0.0% 14.4% 2.2% 4.4% 78.9% 16.7%

問２７
校内研修が計画的に実施され、教育実践に役立っている。

25.6% 54.4% 0.0% 1.1% 4.4% 80.0% 15.6%

問２８
初任者を含む経験の少ない教職員を育成するために学校全体で育成する体制がとれている。 10.0% 43.3% 34.4% 0.0% 6.7% 53.3% 40.0%

問２９
研究授業・授業研究を通して、授業方法等について意見を交換したりしている。

26.7% 42.2% 24.4% 2.2% 0.0% 68.9% 26.7%

問３０
研修・研究に参加した成果を、学年、教科、分掌等、必要な教職員間で共有している。

18.9% 47.8% 22.2% 3.3% 7.8% 66.7% 25.6%

問３１
支援教育の専門性を高めるために研修会等に参加して知識・技能・教養を向上させる努力をしている。 23.3% 53.3% 18.9% 2.2% 2.2% 76.7% 0.0%

問３２
必要な場面でヒヤリハットを迅速に報告するように心がけ、また、ヒヤリハットの報告をもとに、指導体制・方法等を振
り返り、安全・安心な教育活動に役立てている。

40.0% 46.7% 12.2% 1.1% 0.0% 86.7% 13.3%

問３３
学校運営に、分掌部会や学部会、学年会などの会議の内容や教職員の意見が反映されている。

14.4% 45.6% 26.7% 6.7% 6.7% 60.0% 33.3%

問３４
各分掌や各部・学年間の連携が円滑に行われ、うまく機能している。 10.0% 57.8% 20.0% 4.4% 7.8% 67.8% 24.4%

問３５
教職員の適性・能力に応じた校内人事や校務分掌の分担がなされ、教職員は意欲的に取り組んでいる。

8.9% 45.6% 27.8% 7.8% 10.0% 54.4% 35.6%

問３6（最後の質問です）
校長は、自らの教育理念や学校運営についての考え方を明らかにし、職朝や職員連絡会等で教職員に伝えている。

52.2% 38.9% 4.4% 1.1% 3.3% 91.1% 5.6%


